
○

Ｈ 年 月 日 ～ Ｈ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128060

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 関市民花火大会事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市民花火大会実行委員会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 市民に花火を楽しんでもらい、関市の産業及び観光が発展する という状態にする

⑥期　　　　　間 30 4 18 31 2 14

⑤支 出 の 目 的

対　象 関市民花火大会実行委員会 に対して

手　段 花火大会の実施に伴う経費の一部負担 を行うことで

受益者 関市、関市の産業界及び関市民 が（を）

補助・負担開始年度 平成 22 年度

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

5,000 5,000 7,000 5,000
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

②過去における
　見直し状況

なし

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 16,106 千円 H30歳出決算額 14,792 千円翌年度繰越額 1,314 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 43.5 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適切

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

協賛金の獲得に力を入れる必要もあるが、開催に伴う経費（主に警備費及びシャトルバ
ス）が嵩みつつあり、今後の増額も予想される。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



Ｈ 年 月 日 ～ Ｈ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128060

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 刃物まつり事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市刃物まつり実行委員会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 関市の観光、産業の振興、経済発展及び地域活性化に貢献する という状態にする

⑥期　　　　　間 30 6 1 31 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 関市刃物まつり実行員会 に対して

手　段 第51回関市刃物まつりの開催に伴う補助 を行うことで

受益者 観光客、関市、関市の刃物関連業者、観光事業者及び商店街 が（を）

補助・負担開始年度 昭和 43 年度

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 　 負担なし ○ 負担あり 負担額 あたり

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

9,990 17,700 11,000 11,000
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

②過去における
　見直し状況

なし

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 12,185 千円 H30歳出決算額 12,185 千円翌年度繰越額 0 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 90.3 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適当

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

市からの補助金によって、会場設営
費、会場警備費等の費用をまかなって
いるため、市の補助金が減額されれば
開催することができない。

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適当

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

　 １現状のまま継続 ○ ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

刃物を使った事件等の影響による会場警備費用の増加や、会場設営委託等に係る人件費の
増加により、イベントを開催するための業務委託費が年々増加している。
例年通りの規模で刃物まつりを開催するためには、実行委員会による自主財源の確保や、
市からの補助金増加を検討する必要がある。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討
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②課　　　　　題
　（改善状況等）

今後も継続して開催するために、協賛金の獲得に力を入れる。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか ほぼ達成できている 地域住民の協力と一体感を醸し出す大
会を目指しており、武芸川地域のまち
おこしや産業及び観光の発展への役割
は大きい

交付先の事業成果は向上しているか 現状維持している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している 事業規模維持に向けた協賛金の確保が

必要である支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適当

各種団体との幅広い協働が必要である
類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

なし

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 7,265 千円 H30歳出決算額 6,757 千円翌年度繰越額 508 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 37.2 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

2,700 2,700 2,700 2,700
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 主に支出先団体 ○ その他 武芸川まちづくり委員会

⑧構成員の負担 負担なし 負担あり 負担額 あたり

意　図 ふるさとの夏のイベントに触れる機会を提供する という状態にする

⑥期　　　　　間 30 5 8 30 9 21

⑤支 出 の 目 的

対　象 関市武芸川ふるさと夏まつり実行委員会 に対して

手　段 花火大会・盆おどり大会等の開催に伴う補助 を行うことで

受益者 市民、帰省された方及び事業所 が（を）

補助・負担開始年度 平成 17 年度

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 ふるさと夏まつり事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関市武芸川ふるさと夏まつり実行委員会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128035



○

Ｈ 年 月 日 ～ Ｈ 年 月 日

（ ）

円

（個人会員の場合3,000円）

（ ）

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128065

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 観光協会事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 一般社団法人　関市観光協会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 観光、産業並びに地域の活性化及び経済効果を生む という状態にする

⑥期　　　　　間 30 4 1 31 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 関市観光協会 に対して

手　段 関市の観光産業の発展に伴う補助 を行うことで

受益者
関市、観光事業者、刃物産業をはじめとする市内の事業者
飲食店をはじめとする市内の店舗、観光客

が（を）

補助・負担開始年度 昭和 43 年度

⑦事 務 局 体 制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 １会員 あたり 5,000

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

22,385 32,000 30,000 30,000
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

②過去における
　見直し状況

なし

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 31,233 千円 H30歳出決算額 31,232 千円翌年度繰越額 1 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 96.0 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適当

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正である

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ○ ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

前年に引き続き、一般社団法人として独立できるようスタッフを充実させ、自立した団体に
する必要がある。自主財源の確保とともに自立した団体を目指す。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

Ｈ 年 月 日 ～ Ｈ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128065

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 鵜飼維持保存対策事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 小瀬鵜飼保存会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

意　図 鵜飼文化の維持、保存、継承に貢献する という状態にする

⑥期　　　　　間 30 4 1 31 3 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 小瀬鵜飼保存会 に対して

手　段 小瀬鵜飼の維持保存の対策 を行うことで

受益者 鵜匠、船頭及び鵜飼関連事業者 が（を）

補助・負担開始年度 昭和 40 年度

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

17,500 18,500 20,000 20,000
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

②過去における
　見直し状況

なし

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 19,392 千円 H30歳出決算額 19,392 千円翌年度繰越額 0 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 100.0 ％ 決算額を把握していない

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適当

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 変化なし

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ○ ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

現在活躍する船頭の高齢化に伴い、船頭の後継者不足が課題となっている。補助金額の船
頭育成費を増加させることで、今後の後継者育成に重点を置く必要がある。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○
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Ｈ 年 月 日 ～ Ｈ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか 達成できている

交付先の事業成果は向上しているか 変化なし

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適当

類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

なし

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 千円 H30歳出決算額 千円翌年度繰越額 0 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 ％ ○ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

18,036
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

意　図 鵜飼事業における観光客の利便性を向上させる という状態にする

⑥期　　　　　間 30 9 1 31 1 31

⑤支 出 の 目 的

対　象 小瀬鵜飼観光客 に対して

手　段 小瀬鵜飼乗船場付近に専用の駐車場の整備 を行うことで

受益者 関遊船(株) が（を）

補助・負担開始年度 平成 30 年度

④国・県の負担 なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 3分の1 負担額 6,000 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 小瀬鵜飼駐車場整備事業 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 関遊船(株)
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128065



○

Ｈ 年 月 日 ～ Ｈ 年 月 日

（ ）

円

（ ）

②課　　　　　題
　（改善状況等）

あじさいを通じて板取地域が活性化するよう魅力的な催しを実施することが求められる。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助・負担内容を見直す

③有効性

補助・負担の目的は達成できているか ほぼ達成できている
交流産業の推進、地域振興及び環境保
全活動において、実行委員会の果たす
役割は大きい

交付先の事業成果は向上しているか 現状維持している

補助・負担を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している 地域の協力を得て様々な活動を広げて

おり、これを継続したい。支出額・補助・負担率は適正か 適正

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助・負担することが適当か 適当 交流産業の推進並びに板取地域の振興

を図るとともに、環境保全活動の継続
が必要である類似の補助・負担金はあるか(あれば名称) なし

②過去における
　見直し状況

平成27年度より50万円減額

③支出先の決算
　の状況

H30歳入決算額 4,931 千円 H30歳出決算額 4,931 千円翌年度繰越額 0 千円

H30歳入に占める補助・負担金の割合 91.3 ％ 決算額を把握していない

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

①補助・負担金
　の額（千円）

H28決算 H29決算 H30決算 H31予算 補助・負担率を定めている→補助率

4,500 4,500 4,500 4,500
単価を定めている→算式

○ 定額補助・負担 その他

⑦事 務 局 体 制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体 その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

意　図
交流産業の推進並びに板取地域の振興を図るとともに、自然環
境保全に対する意識を高める

という状態にする

⑥期　　　　　間 30 5 8 31 3 20

⑤支 出 の 目 的

対　象 あじさいまつり実行委員会 に対して

手　段
あじさいに因んだイベントやあじさいの管理等に要した費用の
一部補助

を行うことで

受益者 市民及び板取地域に訪れた人々 が（を）

補助・負担開始年度 平成 17 年度

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額 千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

１　補助金・負担金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金等の名称 あじさいまつり事業補助金 補
助
金
の
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支 出 の 根 拠 決裁による
(3)一般負担金(団体等への負担金など)

(4)事業負担金(団体等事業に対する負担金など)

③支  　出 　 先 あじさいまつり実行委員会
(5)個人に対する補助金・負担金

(6)その他

平成30年度補助金・負担金調書 Ｎo. ※

担当課 観光課 室・部・局 産業経済部 予算事業コード 128020


